
企
部
古
蹴
志
巻
十
九

戸部拠
a
越
之
吋
悶
年
十
月

e

微
妙
公
於
a
小
松
披
-
逝
去

4

迫
磁
之
呑
踏
塁
a

上
之
三
識
経
抽
出
香
柏
勤
，
究
文
三
島
〈
卯
年
秋
九
月
九
日
示
寂
.
享
年
八

十
有
四
.
建
=塔
於
仰
燈
苛
↓

右
股
隠
は
沓
海
中
仰
燈
寺
よ
り
金
調
師
寺
枇
所
へ
書
出
し
た
る
文
書
な

り
。
僻
燈
寺
は
も
と
俳
林
誠
な
り
し
か
ど
、
千
岳
和
品
川
利
常
卿
の
命

K
依
っ
て
中
興
の
住
職
と
成
る
。
依
ν
之
今
に
至
り
妙
心
誠
と
成
り
た

り
o
貞
享
二
年
の
綿
栖
院
由
来
世
u
k
‘
承
服
二
年
体
燈
寺
住
職
三
峰
越

化
無
位
之
節
.
他
汲
之
伶
千
品
先
借
位
被
且仰
付
-故
、
仰
林
波
之
附

共
、
縦
借
住
民
候
共
‘
他
減
陀
被
=
仰
付
-而
者
、
末
寺
之
品
問
共
出
世

不
=
罷
成
一
迷
惑
仕
由
，
申
上
庭
、
最
早
千
岳
に
借
住
之
官
被
=仰
渡
-
間
.

E
而
住
持
代
り
目
之
俄
与
務
行
中
被
=
仰
波
町故
、冊
坤昌晴
町
酬
制
御
佼
寺
校

制
共
貧
国
寺
へ
預
け
世
皮
‘
寺
枇
奉
行
へ
断
由
。
ょ
.
則
校
創
共
貧
悶

寺
へ
持
参
預
け
置
。
北
ハ
後
策
阻
寺
佐
持
代
り
陀
付
、
右
校
割
共
騨
栢

院
へ
務
取
、
千
岳
隠
居
願
之
節
、
叉
-R

寺
駐
奉
行
へ
断
申
入
蕗
，
中

綿
公
江
戸
K
被
ν
成
=
御
座
一
タ
桜
之
儀
難
一
一
申
上
一
由
K
て、
4-u
付
被
ν
返。

と
あ
り
て
、
彼
の
申
立
許
容
無
ν
之
と
也
。

O
千
岳
稗
師
惇
話

査
紀
K
云
ふ
。
立
永
十
二
年
六
月
上
旬
の
事
た
る
に
、
金
棒
馬
廻

~ ，、

組
飯
尾
附
川
右
街
門
の
斐
死
去
す
。
岨
w土山
-F
な
れ
ば
卯
反
山
如
来
寺
陀

て
葬
送
す
。
椛
右
衛
門
は
柿
{-FK
て
、
同
且
勝
寺
の
臼
一
那
危
り
。
殊
に

亡
者
は
前
聞
出
雲
の
姪
た
り
。
質
勝
寺
の
佐
職
千
鶴
和
仰
は
出
雲
と

• 

念
頃
な
る
倒
那
な
り
o
努
よ
し
み
あ
る
に
付
、
千
戸
識
経
K
出
で
ら

れ
た
り
。
如
来
寺
玄
文
和
向
は
亡
者
の
導
師
K
て
引
導
し
、
鳴
を
高

援
に
唱
へ
て
・
厄
を
投
げ
懸
け
た
り
。
千
岳
聞
い
て

・
得
土
の
二
地

珍
敷
部
品
叫
と
思
ひ
な
が
ら
師
寺
せ
ら
れ
た
り
。
一
七
日
陀
は
如
来
寺

陀
て
法
合
執
行
、
二
七
日
に
は
飯
尾
摘
右
衛
門
の
邸
宅
へ
千
岳
を
献

じ
.
法
合
執
行
し
、
少
衡
を
施
し
‘
茶
の
上
K
酬
に
な
る
。
千
岳
陪

っ
て
回
く
.
今
度
如
来
寺
一
喝
を
示
す
。
是
K
二
つ
の
迩
胞
あ
り
。

間
脚
市
部
に
一
明
の
都
は
初
組
協
隣
組
問
問
脚
師
よ
り
代
々
血
肱
仰
受
を
以

て
‘
我
が
宗
K
一
鳴
を
許
す
。
元
秘
法
と
す
。
然
る
に
如
来
寺
他
の

妙
語
を
か
り
用
ふ
る
陀
や
。
ま
た
我
が
眼
前
に
あ
る
故
K
.
釧
伶
K

聞
か
し
め
ん
と
て
腕
言
に
て
云
ふ
や
ら
ん
。
雨
ゃ
う
と
も
に
邪
祭
の

致
す
廃
也
。
正
道
に
あ
ら
宇
。
引
導
の
儀
は
指
置
き

τ‘
我
が
庚
言

を
専
に
す
。
沙
門
の
上
K
熔
ふ
彪
也
b

我
知
我
見
我
愛
我
慢
は
鰍

法
K
い
ま
し
む
る
成
の
根
元
た
り
。
玄
文
は
随
分
の
談
綴
坊
主
な

り
。
然
る
に
依
っ
て
、
興
陀
乗
じ
我
が
ま
h

の
祭
出
来
.
備
に
法
の

邪
ほ
と
云
ひ
っ
べ
し
と
物
語
せ
ら
れ
た
り
。
機
右
衛
門
聞
い
て
.
さ

も
有
べ
き
と
挨
拶
す
。
陵
中
陀
浮
土
{一帯
の
者
あ
り
。
亡
者
の
召
仕
た

る
者
如
来
寺
へ
参
り
.
玄
文
和
備
に
諾
っ
て
臼
く
.
副
封
勝
寺
の
和
尚
.

拙
布
術
門
方
へ
来
て
、
一
明
の
物
関
の
上

K
・
浮
土
宗
は
斜
路
外
遊

一
喝
と
去
ふ
事
は
有
難
き
都
民
て
候
哉
と
際

の
訟
と
い
は
れ
た
り
。

り
け
れ
ば
、
玄
文
和
尚
俄
陀
無
色
替
り
・
千
岳
の
質
主
坊
主
め
が
何

を
知
り
巾
ι

さ
ん
。
三
惚
時
江
湖
集
風
月
従
来
な
ど
政
み
先
え
て
児

一
切
裁
生
成
仰
の
他
力
大
衆

主
に
敏
へ

、
祉
に
も
て
は
や
す
な
り
。

の
背
中
は
何
と
知
る
べ
き
。
大
梅
と
一
滴
程
の
相
違
也
。
中
々
の
事
を

申
小
品
閉
め
や
と
散
々
に
高
践
に
い
か
り
け
れ
ば
、
は
平
方
々
陀
取
沙

汰
す
。
さ
れ
ど
も
指
し
て
沙
汰
も
左
か
り
け
る
花
、
頓
て
八
月
上
旬

時
正
の
頃
に
成
り
、
彼
岸
の
初
よ
り
結
願
の
皐
ま
で
、
干
岳
誹
誘
の

般
市
山
止
む
都
主
〈
、
礎
余
K
向
っ
て
悪
口
千
間
忠
ひ
の
ま
与
な
り
。

毎
日
の
襲
象
方
々
に
て
さ
ん
だ
ん
す
。
玄
に
浮
土
問
宗
と
て
不
利

に
成

p.
武
家
町
方
家
々
に
て
批
判
宗
総
移
し
く
.
男
女
の

m
k巾

分
出
来
す
。
隆
々
の
参
品
目
に
必
・
千
此
の
剛
山
で
、
院
略
の
も
と
ゐ
主

り
と
て
、
逃
服
し
て
止
み
に
け
り
。
千
件
前
よ
り
度
々
佐
伯
E
以
て
、

鈴
絡
に
及
ぽ
ん
と
巾
治
す
。
何
れ
ん
-m輸
を
企
て
是
非
を
究
め
ん
と
・

金
海
古
蹟
志
巻
十
九

老
中
へ
も
相
談
有
り
け
れ
ど
も
・
江
戸
の
御
普
請
に
て
閥
殴
も
在
江

戸
也
。

A-M
諭
の
印
刷
は
江
戸
へ
言
上
し
‘

御
下
知
K
依
っ
て
判
者
E
呼

び
下
し
、
共
の
上
の
沙
汰
也
。
去
れ
ど
も
天
下
の
宗
論
は
阪
に
御
制

禁
也
。
什
刊の
上
教
相
の
法
陀
は
他
を
そ
し
り
、
我
が
宗
主
建
立
せ
ん

と
.
思
昧
の
尼
・
入
道
を
済
度
利
生
す
る
底
の
訟
な
れ
ば
、
千
品
等
の

制品開
上
げ
て
山
一部
総
せ
ん
革
、
幼
奮
の
機
K
似
た
り
。
不
ν
可
ν有
馬州脚部副

と
て
‘
公
儀
の
沙
汰
は
止
み
陀
け
り
。

Mm共
下
々
に
は
鈴
亦

E
企
て
.

此
の
沙
汰
の
み
に
て
か
ま
び
す
し
。
千
岳
も
雨
皮
ま
で
書
札
を
以
て

如
来
寺
へ
問
凱
す
と
い
へ
ど
も
‘
返
附
注
し
。
然
る
K
依
っ
て
‘
千

時
間
近
日
如
来
苛
へ
邸
入
り
て
問
答
せ
ん
と
の
よ
し
、
世
間
陀
共
の
沙

汰
隠
れ
左
〈
、
如
来
寺
に
は
愛
は
と
云
ム
談
議
坊
主
口
明
け
共
寄
合

ひ
て
.
我
K
ま
か
せ
人
K
ま
か
せ
と
‘
整
数
閥
疑
明
目
等
を
開
君
、
印
刷

師
の
言
伺
を
曾
き
出
し
て
待
ち
時制け
h

る出向
K
.
千
戸
析
は
曲
甘
明
院
へ

附
の
第
K
染
物
を
刷
出
す
。
す
は
千
岳
と
そ
如
来
寺
へ
油
田
向
す
と
、
金

調印
中
の品
川
俗
如
来
寺
へ
充
満
す
。
如
来
寺
も
肢
と
忠
ひ
、

来
集
す
。
干
岳
は
何
の
心
も
な
く
、

金
首
座
方
よ
り
勝
寺
設
さ
れ
け

れ
ば
、
持
w土
也
市
陀
は
千
岳
隠
し
て
半
途
よ
り
腕
る
と
沙
汰
す
。
さ
れ

一
也
市
悉
く

ど
七
十
五
日
も
過
ぎ
け
る
に
や
‘
共
の
沙
汰
ひ
し
と
止
み
に
け
り
。

七




